
ビ
ス
コ
ー
ス
人
絹
の
製
造
特
許
が
認
可
さ
れ
た
の
は
一
八
九
二
年

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
で

爆
発
的
な
製
造
が
展
開
さ
れ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
帝
国
人
絹
が
設
立
さ
れ
、
本
格
的
な
生
産
が
開

始
さ
れ
る
の
は
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
で
あ
り
、
そ
の
後
一
九
二

六
年
に
至
っ
て
東
レ
、
倉
し
、
東
洋
紡
、
日
し
等
が
設
立
さ
れ
爆
発

的
な
生
産
が
展
開
さ
れ
、
早
く
も
一
九
三
七
（
昭
和
二
一
）
年
わ
が

国
の
人
絹
生
産
量
は
世
界
の
第
一
位
を
し
め
る
こ
と
と
な
る
。

ビ
ス
「
一
Ｉ
ス
人
絹
の
製
造
は
パ
ル
プ
の
繊
維
素
を
苛
性
ソ
ー
ダ
と

二
硫
化
炭
素
（
８
縄
）
を
用
い
て
溶
解
し
、
粘
稠
（
ビ
ス
コ
ー
ス
）
な

溶
液
と
し
、
こ
の
ビ
ス
コ
ー
ス
を
塩
類
を
含
む
硫
酸
浴
中
に
極
め
て

小
さ
な
孔
か
ら
噴
出
さ
せ
て
、
凝
固
、
再
生
さ
せ
再
生
繊
維
素
す
な

わ
ち
人
絹
（
レ
イ
ヨ
ン
）
を
製
造
す
る
の
で
あ
る
。

ビ
ス
コ
ー
ス
人
絹
製
造
業
に
お
け
る

二
硫
化
炭
素
中
毒
の
対
策
と
人
脈

乾
修
然
・
藤
田
幸
子

人
絹
工
業
に
お
け
る
二
硫
化
炭
素
中
毒
は
昭
和
の
初
期
に
お
け
る

人
絹
工
業
の
最
盛
期
と
戦
後
の
人
絹
再
開
期
の
二
回
に
亘
っ
て
社
会

問
題
化
し
て
く
る
。

す
な
わ
ち
、
京
都
府
工
場
監
督
官
徳
原
正
種
は
昭
和
三
（
一
九
二

八
）
年
以
来
人
絹
工
場
の
二
硫
化
炭
素
中
毒
等
の
実
態
を
調
査
し
警

鐘
す
る
。
内
務
省
社
会
局
は
昭
和
六
年
版
の
「
工
場
監
督
年
報
」
に
初

め
て
二
硫
化
炭
素
中
毒
に
触
れ
て
「
人
造
絹
糸
工
業
の
職
業
性
疾
患

と
し
て
は
従
来
眼
疾
患
の
み
注
意
せ
ら
れ
た
る
が
、
二
硫
化
炭
素
に

依
る
神
経
衰
弱
様
疾
患
及
び
精
神
障
害
も
亦
注
意
す
べ
き
も
の
」
と

述
べ
て
い
る
。

労
働
組
合
は
昭
和
八
年
総
同
盟
第
一
二
回
大
会
に
お
い
て
中
毒
問

題
を
論
議
し
内
務
大
臣
並
び
に
人
絹
工
業
界
に
対
し
て
抗
議
と
決
議

を
行
っ
て
い
る
。

Ｈ
昭
和
初
期
の
二
硫
化
炭
素
中
毒
に
関
係
す
る
人
脈

昭
和
初
期
か
ら
戦
時
下
に
至
る
研
究
の
中
心
的
役
割
を
果
し
た
の

は
京
都
大
学
衛
生
学
教
授
戸
田
正
一
・
助
教
授
大
谷
佐
重
郎
で
あ
り

徳
原
・
奥
両
氏
の
指
導
を
行
っ
た
。

昭
和
十
年
暉
峻
義
等
は
二
硫
化
対
策
の
必
要
性
を
人
絹
連
合
会
に

提
案
し
、
同
年
日
本
産
業
衛
生
協
会
に
人
絹
工
業
衛
生
問
題
改
善
委
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員
会
が
設
け
ら
れ
、
労
働
科
学
研
究
所
に
お
い
て
暉
峻
を
中
心
に
勝

木
新
次
・
石
井
金
之
助
な
ど
に
よ
っ
て
中
毒
対
策
に
関
す
る
研
究
が

着
手
さ
れ
る
。

人
絹
工
場
の
工
場
医
と
し
て
は
矢
吹
一
男
・
永
田
權
杖
・
藤
本
元

尚
等
が
中
毒
対
策
に
活
躍
し
た
。

口
戦
後
の
二
硫
化
炭
素
中
毒
に
関
係
す
る
人
脈

仙
労
働
衛
生
行
政
と
二
硫
化
炭
素
中
毒
に
関
係
す
る
人
脈

昭
和
二
十
二
年
労
働
基
準
法
が
公
布
さ
れ
労
働
衛
生
行
政
が
発
足

す
る
が
昭
和
二
十
三
年
か
ら
す
で
に
二
硫
化
炭
素
中
毒
が
行
政
の
重

要
課
題
と
な
り
昭
和
二
十
六
年
全
国
の
人
絹
ス
フ
エ
場
の
実
態
調
査

が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
労
働
衛
生
課
の
監
督
官

及
川
冨
士
雄
で
あ
り
、
地
方
の
労
働
基
準
局
で
は
京
都
労
基
局
安
全

衛
生
課
長
伊
集
院
兼
和
並
び
に
監
督
官
乾
修
然
、
滋
賀
労
基
局
長
四

方
陽
之
助
・
監
督
官
高
谷
泰
三
で
あ
っ
た
。

②
化
学
繊
維
工
業
労
働
衛
生
研
究
会
の
設
立
と
そ
の
人
脈

昭
和
二
十
四
年
一
月
化
学
繊
維
工
業
労
働
衛
生
研
究
会
が
設
立
さ

れ
会
長
に
は
東
レ
社
長
田
代
茂
樹
が
就
任
し
労
務
・
技
術
・
医
務
関

係
者
が
中
軸
と
な
り
特
別
委
員
と
し
て
南
俊
治
、
労
働
科
学
研
究
所

よ
り
勝
木
新
次
・
久
保
田
重
孝
、
東
京
大
学
よ
り
石
川
知
福
、
大
阪

大
学
よ
り
梶
原
三
郎
（
の
ち
後
藤
稠
）
、
慶
応
大
学
よ
り
原
島
進
等
が

特
別
参
加
し
て
中
毒
対
策
と
研
究
に
成
果
を
あ
げ
た
。

工
場
医
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
東
レ
院
長
矢
吹
一
男
、
衛
生
管
理

科
長
小
林
治
一
郎
・
乾
修
然
・
熊
谷
清
一
郎
、
帝
人
、
原
田
三
樹
男

・
藤
本
元
尚
・
長
沢
春
一
・
馬
場
利
治
、
旭
化
成
、
玉
井
良
男
、
三

菱
レ
ー
ヨ
ン
野
田
浩
一
郎
、
東
洋
紡
、
永
田
權
杖
・
橋
本
郁
夫
、
東

邦
レ
ー
ヨ
ン
植
西
忠
信
。
宮
川
一
夫
が
活
躍
し
、
ま
た
日
本
化
学
繊

維
協
会
の
玉
置
喜
房
は
労
働
衛
生
研
究
会
の
運
営
に
貢
献
し
た
。

⑧
大
学
研
究
所
に
お
け
る
二
硫
化
炭
素
中
毒
の
研
究
と
人
脈

化
繊
協
会
の
労
働
衛
生
研
究
会
に
参
画
し
た
労
働
科
学
研
究
所
の

久
保
田
を
は
じ
め
原
島
・
石
川
・
梶
原
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
お

い
て
中
毒
の
研
究
に
成
果
を
あ
げ
て
く
る
。

京
都
大
学
公
衆
衛
生
学
教
室
の
西
尾
雅
七
教
授
を
中
心
に
昭
和
二

十
四
年
よ
り
前
任
の
戸
田
教
授
の
伝
統
を
継
承
し
、
助
教
授
喜
田
村

正
次
・
小
林
治
一
郎
・
吉
田
克
己
ら
が
二
硫
化
炭
素
中
毒
の
研
究
と

京
都
並
び
に
滋
賀
労
働
基
準
局
の
行
っ
た
東
レ
、
日
し
の
実
態
調
査

を
支
援
し
た
。

（
財
、
京
都
工
場
保
健
会
）
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